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こ
の
た
び
、
常
設
展
示
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、「
安
曇

野
を
め
ぐ
る
水
と
私
た
ち
の
く
ら
し
」

で
す
。
私
た
ち
に
身
近
な
水
と
く
ら
し

と
の
関
わ
り
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
オ
ー
プ
ン

当
日
は
、
市
出
身
の
臼
井
則の
り
こ孔
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、
学
芸
員
が
展
示

の
説
明
を
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

●
日
時　

3
月
29
日（
土
）午
後
2
時
～

●
内
容　

臼
井
則
孔
さ
ん
の
歌
と
手
回

し
オ
ル
ゴ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
ほ
か

※
こ
の
日
は
、
入
場
無
料
で
す
。

第
30
回
白
鳥
写
真
展

第
30
回
白
鳥
写
真
展
を
開
催
し
ま

す
。
白
鳥
が
初
め
て
安
曇
野
へ
訪
れ
た

シ
ー
ズ
ン
か
ら
始
ま
っ
た
本
展
覧
会

も
、
30
回
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
本
年

も
安
曇
野
で
越
冬
す
る
白
鳥
を
写
し
た

作
品
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、
見
ご
た
え

の
あ
る
展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。
冬
の

使
者
の
愛
ら
し
い
姿
を
ど
う
ぞ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

4
月
5
日
（
土
）
～
5
月
6

日
（
火
）　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

●
会
場　

2
階　

展
示
室

●
入
館
料　

大
人　

１
０
０
円　

20
人

以
上
の
団
体
は
１
人
80
円

●
休
館
日　

月
曜
日
（
4
月
26
日
～
5

月
6
日
は
開
館
）

市
教
育
委
員
会
の
古
文
書
調
査
に
よ

り
、
先
ご
ろ
穂
高
神
社
の
御
船
祭
り
に

関
す
る
新
た
な
古
文
書
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
穂
高
神
社
の
御

船
祭
り
が
今
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
時

期
よ
り
も
、
さ
ら
に
古
い
江
戸
時
代
の

元
禄
年
間
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

古
文
書
講
座
を
開
催
し
、
新
発
見
の
古

文
書
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
江

戸
時
代
の
御
船
祭
り
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

4
月
6
日
（
日
）
午
後
1
時

30
分
～

●
場
所　

豊
科
郷
土
博
物
館

●
定
員　

30
人

●
申
し
込
み　

3
月
22
日
（
土
）
か
ら

豊
科
郷
土
博
物
館
ま
で
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
受
付
は
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時
。31
日
は
休
館
）

●
資
料
代　

１
０
０
円
（
別
途
入
館
料

が
必
要
）

記
念
館
前
に
田
淵
行
男
が
の
こ
し

た
「
一い
ち
さ
ん
ひ
ゃ
く
ら
く

山
百
楽
」
と
い
う
言
葉
に
ち
な

ん
で
命
名
さ
れ
た
「
百
楽
桜
」（
写
真
）

と
い
う
桜
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
桜
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て
記

念
館
の
ワ
サ
ビ
田
テ
ラ
ス
に
て
野
点
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
当
日
に
限
り

入
館
料
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ

い
。

●
日
時　

4
月
5
日

（
土
）
正

午
～
午
後

3
時

昔
か
ら
人
々
は
、
自
然
の
暦
と
し
て

雪
形
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
て
い

ま
し
た
。山
岳
写
真
家
の
田
淵
行
男
は
、

そ
ん
な
雪
形
に
興
味
を
持
ち
、
調
査
・

研
究
を
し
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、
田
淵
が
「
雪
形

観
望
の
特
等
席
」
と
呼
ん
だ
安
曇
野
を

取
り
巻
く
、
北
ア
ル
プ
ス
の
雪
形
約
20

点
を
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
25
日
（
火
）
～
6
月
１

日
（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
会
場　

田
淵
行
男
記
念
館　

地
階
展

示
室

●
入
館
料　

高
校
生
以
上
３
０
０
円　

中
学
生
以
下
無
料　

市
内
在
住
の
75

歳
以
上
の
人
は
無
料

●
休
館
日　

月
曜

日
・
祝
日
の
翌

日
（
た
だ
し
、

3
月
22
日
、
5

月
4
、
5
、
6

日
は
開
館
）

グ
ラ
ス
、そ
ば
ち
ょ
こ
、一
輪
挿
し
、

ク
リ
ー
マ
ー
の
い
ず
れ
か
を
吹
き
ガ
ラ

ス
で
制
作
す
る
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

3
月
26
日
（
水
）、27
日
（
木
）

午
前
の
部　

9
時
～　

午
後
の
部　

１
時
30
分
～

豊
科
郷
土
博
物
館
の
催
し

3
月
29
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

豊
科
郷
土
博
物
館
講
座

「
新
発
見
！
穂
高
神
社
御
船
祭
り
の

古
文
書
」

田
淵
行
男
写
真
展

「
北
ア
ル
プ
ス
の
雪
形
」

田
淵
行
男
記
念
館　

百
楽
桜
ま
つ
り

田
淵
行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 

88
・
２
０
１
０

春
休
み 

親
子
ガ
ラ
ス
体
験
イ
ベ
ン
ト

あ
づ
み
野
ガ
ラ
ス
工
房

 

72
・
８
０
３
０

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
の
時

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と
、
そ

の
保
護
者

●
参
加
費　

小
学
生
無
料
、

保
護
者
１
５
７
５
円（
通
常
の
半
額
）

●
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

3
月
20
日（
木
）か
ら
23

日（
日
）の
間
に
あ
づ
み
野
ガ
ラ
ス
工

房
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。午
前
9
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

キ
ル
ト
作
品
の
製
作
入
門
講
習
会

（
全
3
回
）
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年
の

安
曇
野
ス
タ
イ
ル
で
好
評
だ
っ
た
キ
ル

ト
作
品
の
入
門
講
習
で
、
初
回
は
ポ

シ
ェ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
作
品

例
を
4
月
か
ら
館
内
に
展
示
し
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

市
内
在
住
者

●
日
時　

4
月
27
日
（
日
）

受
付 

午
前
9
時
50
分
～

講
習 

午
前
10
時
～
午
後
5
時

※
2
回
目
6
月
、
3
回
目
10
月
を
予
定

●
場
所　

ホ
ー
ル
・
学
習
室

●
参
加
料　

１
５
０
０
円（
初
回
材
料
費
）

●
持
ち
物　

裁
縫
用
具
一
式
、
昼
食

●
定
員　

20
人

●
申
し
込
み　

4
月
20
日
（
日
）
ま
で

に
自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
「
せ
せ

ら
ぎ
」
へ
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
あ
る
い

は
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
は
午
前
10
時
～
午
後
5
時
、　

月
曜
日
は
休
館
）

漉こ

し
井
戸

水
道
が
普
及
す
る
以
前
、
掘
り
井
戸
や

沢
水
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
一
部
の
地
域
で

は
、
飲
料
や
風
呂
な
ど
の
暮
ら
し
の
水
を
漉

し
井
戸
か
ら
得
て
い
ま
し
た
。

漉
し
井
戸
は
、
川
や
堰
の
縁へ
り

に
掘
っ
た
深

さ
２
㍍
ほ
ど
の
穴
に
、
直
径
50
～
90
㌢
の
土

管
を
縦
に
埋
め
た
も
の
で
す
。
土
管
の
中
に

は
小
石
・
砂
・
木
炭
が
交
互
に
敷
き
詰
め
ら

れ
、
横
を
流
れ
る
川
や
堰
の
水
が
ろ
過
さ
れ

て
溜
ま
り
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、
学
校
帰

り
に
の
ど
が
渇
く
と
、
漉
し
井
戸
の
蓋ふ

た

を
開

け
、
柄ひ
し
ゃ
く杓
で
水
を
汲
ん
で
飲
ん
だ
と
い
う
思

い
出
の
あ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

3
月
29
日
（
土
）
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

豊
科
郷
土
博
物
館
の
常
設
展
示
で
も
漉
し
井

戸
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化
　
そ
の
27

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

漉し井戸

「代
しろ

掻
か

き馬」奮闘 1970 年頃撮影

撮影者　木下忠頼

ためして安曇野検定 クイズ
問題１　夏川草介の人気小説を映画化し

た『神様のカルテ』のロケ地となった
安曇野市の神社は、次のうちどれでしょ
うか。

①吉野神社　　②賀茂神社
③三柱神社　　④犀宮神社

問題２　安曇野市の５つの総合支所のう
ち、最も標高の低い所にあるのは明科
総合支所ですが、最も標高の高い所に
あるのは、どこでしょうか。

①豊科総合支所　　②穂高総合支所
③三郷総合支所　　④堀金総合支所

問題３　昭和 30 年代中頃まで、豊科や
穂高の市街地のにぎわいを支え、その
後、衰退していった「二業地」とは何
のことでしょうか。

①料理店と芸者置屋の二業の営業が許可
されていた土地

②卸売業と小売業の二業が混在していた
土地

③商業と工業の二業が混在していた土地
④小売店と料理店の二業の営業が許可さ

れていた土地

問題４　下の写真のように、安曇野市の
東側から北アルプスを眺めたとき、山
の位置を左手から正しい順番で並べて
あるのはどれでしょうか。

①燕
つばくろだけ

岳→大
おてんしょうだけ

天井岳→蝶
ちょうがたけ

ヶ岳→常
じょうねんだけ

念岳
②蝶ヶ岳→燕岳→常念岳→大天井岳
③常念岳→蝶ヶ岳→燕岳→大天井岳
④蝶ヶ岳→常念岳→大天井岳→燕岳

皆さんもぜひ安曇野検定クイズに挑戦し
てみてください。
社会教育課社会教育係（462・4565）

キ
ル
ト
入
門
講
習
会
参
加
者
の
募
集

自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
「
せ
せ
ら
ぎ
」

 

62
・
６
６
６
７

答えは 18 ページ


